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03 民生費

01 社会福祉費

03 身体障害者福祉費

福祉課

作　成　者：米子市３（簡略番号 ）

平成18年度 001 一般会計
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身体障害者日常生活用具扶助事業

前 年 度

0

7,854007,8530

15,70715,70716,23416,234

前 年 度

現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

17 7,85320 15,707扶助費 都道 02 02 01 001
障害者在宅福祉事業費補助金
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一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

②事業効果

①事業計画

の給付により、障害者の社会参加を促進することができる。
とができる。また、パーソナルコンピューターや聴覚障害者用情報受信装置等の情報機器
日常生活用具の給付により、障害者本人および介護者の身体的、精神的負担を軽減するこ

在宅の重度身体障害者（児）に対し、日常生活上の利便性を向上させる用具を給付する。
①事業概要

の給付により、障害者の社会参加を促進することができる。
担を軽減することができる。また、パーソナルコンピューターやファックス等の情報機器
歩行支援用具や特殊寝台等の給付によって、障害者本人および介護者の身体的、精神的負
②事業効果

入に要する費用の一部を負担する。
器等の日常生活用具を給付する。給付を受けた者はその負担能力に応じ、必要な用具の購
在宅の重度身体障害者（児）に対し、障害内容や障害程度に応じ、移動リフトやたん吸引

身体障害者福祉法

①財源の説明
　（県支出金）15,707千円×1/2＝7,853千円

への委託は困難であることから、市によって現状を維持する。
障害者の日常生活を充実したものにするうえで不可欠な事業であり、またその性格上外部
②事務事業評価の反映状況
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